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は
じ
め
に

～
わ
た
し
た
ち
は
今
ど
ん
な�

�

状
況
に
置
か
れ
て
い
る
か

厚
労
省
が
９
月
に
発
表
し
た
２

０
１
７
年
度
の
概
算
医
療
費
は

42
・
２
兆
円
、
前
年
比
で
２
・
３
％

増
加
し
て
い
ま
す
。
高
額
な
Ｃ
型

肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
薬
の
使
用
量
が
減

少
し
た
２
０
１
６
年
度
を
除
き
、

こ
こ
数
年
医
療
費
の
伸
び
率
は
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
伸
び
率
の
内

訳
は
、
高
齢
化
１
・
２
％
増
、
人

口
減
少
０
・
２
％
減
、
医
療
の
高

度
化
１
・
３
％
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
入
院
の
延
べ
日
数
の
伸
び
率

が
７
年
ぶ
り
に
増
加
に
転
じ
て
お

り
、
急
性
期
病
床
の
入
院
患
者
は

減
少
す
る
一
方
、
高
齢
化
に
よ
り

入
院
日
数
の
長
い
療
養
病
床
な
ど

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
用

薬
が
増
加
し
た
時
と
同
じ
よ
う
に

新
た
な
抗
が
ん
剤
な
ど
の
高
額
医

薬
品
も
医
療
の
高
度
化
と
し
て
大

き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

国
内
主
要
製
薬
企
業
27
社
の
連
結

決
算
で
純
利
益
が
１
兆
１
３
７
０

億
円
と
13
・
７
％
も
増
加
し
て
い

る
こ
と
か
も
見
取
れ
ま
す
。

２
０
１
８
年
の
診
療
報
酬
改
定

は
、
本
体
部
分
は
０
・
55
％
の
引

き
上
げ
と
な
っ
た
も
の
の
、
材
料

は
マ
イ
ナ
ス
０
・
09
％
、
特
に
薬

価
は
マ
イ
ナ
ス
１
・
65
％
と
大
幅

に
引
き
下
げ
ら
れ
、
全
体
で
マ
イ

ナ
ス
１
・
19
％
と
い
う
改
定
で
す
。

政
府
は
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳

と
な
る
２
０
２
５
年
度
に
は
医
療

費
の
膨
張
は
避
け
ら
れ
な
い
と

し
、
高
齢
者
に
負
担
を
求
め
る
な

ど
の
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
、
社
会

保
障
は
立
ち
行
か
な
く
な
る
と
の

危
機
感
を
示
し
抜
本
的
改
革
を

迫
っ
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
国
保

の
都
道
府
県
単
位
化
は
、
運
営
主

体
を
市
町
村
か
ら
都
道
府
県
に
移

管
し
、
給
付
が
増
え
れ
ば
保
険
料

が
上
が
る
と
い
う
、
医
療
費
の
増

大
と
住
民
の
保
険
料
負
担
の
関
係

を
ス
ト
レ
ー
ト
に
結
び
付
け
た
仕

組
み
で
す
。
介
護
分
野
で
も
「
自

立
支
援
」
に
成
果
を
挙
げ
た
自
治

体
に
交
付
金
を
支
給
す
る
新
た
な

制
度
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

８
月
か
ら
現
役
並
所
得
者
の
利
用

料
を
３
割
に
引
き
上
げ
、
10
月
か
ら

は
ケ
ア
プ
ラ
ン
「
適
正
化
」
に
よ
る

生
活
援
助
（
訪
問
介
護
）
の
利
用

回
数
規
制
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

診
療
報
酬
に
お
け
る
社
会
保
障

の
解
体
は
病
床
の
再
編
と
削
減
で

す
。
入
院
医
療
か
ら
在
宅
へ
の
誘

導
、
在
宅
で
の
看
取
り
の
促
進
、

か
か
り
つ
け
医
機
能
の
推
進
、
大

病
院
外
来
へ
の
直
接
受
診
の
選
定

療
養
費
徴
収
範
囲
の
拡
大
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
医
療
費
抑
制
施
策
に

対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

同
様
に
介
護
報
酬
で
は
、
中
重
度

や
リ
ハ
ビ
リ
、連
携
な
ど
へ
の「
重

点
化
」
が
図
ら
れ
る
一
方
で
、
生

活
援
助
の
利
用
規
制
や
通
所
介
護

の
基
本
報
酬
の
切
り
下
げ
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
管
理
・
締
め
つ
け

の
強
化
を
は
じ
め
と
す
る
「
適
正

化
」
な
ど
、
利
用
者
・
事
業
者
双

2018年度の上半期（４～９月）の
経営状況と下期課題
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方
に
新
た
な
困
難
や
制
度
矛
盾
を

押
し
つ
け
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、

２
０
２
５
年
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ

ラ
ン
ス
の
黒
字
化
を
め
ざ
し
、
２

０
１
９
～
21
年
度
を
「
財
政
健
全

化
」
の
「
基
盤
強
化
期
間
」
と
し
、

社
会
保
障
の
さ
ら
な
る
負
担
増
・

給
付
減
の
取
り
組
み
を
通
じ
「
全

世
代
型
の
社
会
保
障
制
度
を
構
築

す
る
」
と
し
２
０
１
９
年
10
月
に

は
消
費
税
率
が
10
％
へ
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
は
、
高

齢
化
に
伴
う
自
然
増
の
圧
縮
財
源

と
し
た
報
酬
の
引
き
下
げ
と
、
医

療
・
介
護
の
患
者
・
利
用
者
負
担

増
が
行
わ
れ
る
環
境
下
で
事
業
運

営
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２
０
１
８
年
度
上
期
決
算
の
特
徴

２
０
１
８
年
度
の
事
業
収
益
は

80
億
31
百
万
円
、
前
年
実
績
か
ら

48
百
万
増
加
し
ま
し
た
が
予
算
に

対
し
66
百
万
円
と
ど
い
て
い
ま
せ

ん
。
外
来
と
介
護
収
益
で
は
予
算

を
超
え
ま
し
た
が
、
入
院
収
益
で

大
き
く
乖
離
し
て
い
ま
す
。
外
来

収
益
は
こ
こ
数
年
一
貫
し
て
減
少

傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
一
定
の

成
果
を
得
た
と
し
つ
つ
も
、
実
態

は
坂
総
合
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
化
学
療

法
セ
ン
タ
ー
や
在
宅
診
療
の
増
加

に
よ
る
も
の
で
、
高
額
医
薬
品
費

や
診
療
材
料
費
の
増
加
で
相
殺
さ

れ
て
い
ま
す
。
外
来
の
特
徴
は
、

殆
ど
の
事
業
所
で
患
者
数
が
減
少

し
て
い
る
こ
と
で
す
。
特
に
診
療

所
は
収
支
結
果
に
端
的
に
表
れ
て

い
ま
す
。
入
院
収
益
で
は
、
坂
総

合
病
院
の
予
算
乖
離
額
が
全
体
の

経
常
利
益
未
達
額
に
匹
敵
し
て
い

ま
す
。
新
規
入
院
や
救
急
車
受
け

入
れ
数
は
目
標
を
上
回
っ
て
い
ま

す
が
、
延
べ
患
者
数
と
日
当
円
が

予
算
に
と
ど
い
て
い
ま
せ
ん
。
入

院
期
間
の
指
標
で
あ
る
Ｄ
Ｐ
Ｃ
Ⅰ

Ⅱ
割
合
の
未
達
や
手
術
症
例
の
減

少
が
影
響
し
て
い
ま
す
。
入
院
収

益
の
予
算
乖
離
は
こ
こ
数
ヶ
月
一

貫
し
た
傾
向
で
あ
り
、
原
因
分
析

に
基
づ
く
具
体
的
対
策
を
打
つ
こ

と
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事
業
費
用
は
78
億
91
百
万
円
と

ほ
ぼ
予
算
通
り
で
す
が
、
材
料
費

や
委
託
費
が
超
過
し
て
い
ま
す
。

経
常
利
益
は
１
億
54
百
万
円
（
利

益
率
１
・
９
％
）
と
予
算
に
対
し

68
百
万
円
、
対
前
年
比
で
も
56
百

万
円
不
足
す
る
結
果
と
な
っ
て
い

ま
す
。

財
務
状
況
は
、
純
資
産
17
億
14

百
万
円
で
期
首
よ
り
１
億
54
百
万

円
増
加
し
、
自
己
資
本
比
率
は

13
・
６
％
で
す
。
負
債
総
額
は
１

０
８
億
82
百
万
円
と
１
億
58
百
万

円
減
少
し
、
現
預
金
残
高
も
月
商

の
１
・
３
倍
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

  

下
期
の
重
点
課
題  

下
期
は
上
期
で
の
予
算
乖
離
を

取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
特
に
入
院
収
益
を
確
保
す
る

た
め
の
施
策
を
事
業
所
ご
と
に
具

体
的
に
進
め
る
こ
と
で
す
。
坂
総

合
病
院
で
は
入
院
医
療
を
中
心
と

し
た
急
性
期
医
療
を
重
視
し
ま
す

が
、
医
師
の
働
き
方
改
革
や
常
勤

対
策
と
し
て
、
来
年
春
を
目
途
に

内
科
一
般
外
来
の
土
曜
診
療
を
見

直
す
方
向
で
議
論
を
す
す
め
て
い

ま
す
。
外
来
日
当
円
は
全
事
業
所

で
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
患
者

数
の
減
少
に
対
し
て
方
針
を
明
確

に
し
、
地
域
で
の
立
ち
位
置
を
定

め
、
周
辺
の
医
療
機
関
や
福
祉
施

設
な
ど
と
良
好
な
関
係
を
築
き
、

地
域
で
選
ば
れ
る
事
業
体
と
な
ら

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
経
営
環

境
は
益
々
厳
し
く
な
る
中
で
は
費

用
管
理
が
重
要
で
す
。
特
に
人
件

費
、
医
薬
品
、
医
診
療
材
料
の
削

減
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
財
務
上
の
懸
念
事
項
で
は
、

今
年
度
の
設
備
投
資
予
算
３
億
円

う
ち
上
期
執
行
は
47
百
万
円
に
止

ま
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
下
期
執

行
に
よ
る
影
響
を
念
頭
に
置
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

引
き
続
き
経
営
構
造
転
換
５
ヵ

年
計
画
で
の
重
点
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
特

に
、
新
人
事
賃
金
制
度
導
入
に
向

け
た
職
員
説
明
の
徹
底
と
合
意
形

成
に
力
を
注
が
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
同
時
に
、
２
０
１
９
年
７

月
の
稼
働
を
目
指
し
人
事
シ
ス
テ

ム
の
導
入
準
備
に
入
り
ま
す
。
ま

た
、「
働
き
方
改
革
」
と
し
て
の
、

医
師
の
長
時
間
労
働
の
改
善
や
５

日
間
の
有
休
休
暇
取
得
の
義
務
化

へ
の
対
応
を
進
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
全
職
員
の
英
知
を
結
集
し

全
力
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

事業収益 経常利益
実績 予算／前年 増減 実績 予算／前年 増減

坂合計 4,514 4,547 ▲33 68 135 ▲67
4,494 20 164 ▲96

長　町 1,254 1,270 ▲16 51 46 5
1,265 ▲11 53 ▲２

古　川 512 532 ▲20 ▲７ 2 ▲９
508 4 ▲19 12

泉 747 760 ▲13 6 18 ▲12
750 ▲３ 12 ▲６

診療所合計 313 314 1 4 0 4
318 ▲５ 1 3

歯科合計 167 163 4 11 7 4
163 4 13 ▲２

ケアST・包括 520 507 13 28 17 11
481 39 14 14

事務局 ▲15 ▲５ ▲10
▲28 13

協会合計 8,098 ▲67 147 222 ▲75
7,982 49 210 ▲63

事業所別損益（2018年４月～９月）� （単位:百万円）

貸借対照表� （単位:百万円）

科　目 実　績 期首有高 増減額
【流動資産】 4,542 4,285 257
(現金・預金) 1,793 1,634 159
(事業未収入金) 2,597 2,480 117

　
【固定資産】 8,054 8,315 ▲261
【資産の部】 12,596 12,600 ▲4

科　目 実　績 期首有高 増減額
【流動負債】 1,971 2,157 ▲186

　
【固定負債】 8,910 8,882 28
【純資産の部】 1,715 1,560 155
(当期利益) 949 795 154

【負債・資産の部】 12,596 12,600 ▲4



病
院
駐
車
場
で
開
催
。
記

念
講
演
は
一
番
町
法
律
事
務

所
の
小
野
寺
義
象
弁
護
士
が

「
平
和
と
く
ら
し
を
守
る
た

め
に
、
憲
法
９
条
と
25
条
を

活
か
し
ま
し
ょ
う
」
と
題
し
て
話
さ
れ
ま
し

た
。
戦
争
が
９
条
を
生
み
出
し
、
９
条
が
戦

争
を
防
い
で
い
る
。
貧
困
が
25
条
を
生
み
出

し
、
25
条
が
貧
困
を
な
く
す
こ
と
で
あ
る
と

語
り
、
未
来
を
切
り
開
く
の
は
私
た
ち
で
あ

り
①
考
え
る
こ
と
②
行
動
す
る
こ
と
③
決
し

て
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
、
の
大
切
さ
が
語
ら

れ
ま
し
た
。
舞
台
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
古
二
小

の
二
小
ソ
ー
ラ
ン
。
続
い
て
、
栗
原
市
在
住

の
千
葉
夫
妻
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
。
第
二
部

の
演
芸
発
表
は
、
会
員
・
友
の
会
有
志
の
唄
、

踊
り
な
ど
、
参
加
者
も
一
緒
に
楽
し
み
ま
し

た
。
十
数
年
ぶ
り
に
古
川
工
業
高
校
ダ
ン
ス

部
が
踊
り
を
披
露
。
無
料
体
験
コ
ー
ナ
ー
の

頸
動
脈
エ
コ
ー
、
骨
健
康
度
測
定
、
自
己
血

糖
測
定
、
簡
易
物
忘
れ
度
チ
ェ
ッ
ク
も
多
く

の
方
が
。
ち
び
っ
こ
薬
剤
師
体
験
は
家
族
で

の
参
加
も
目
立
ち
ま
し
た
。
絵
手
紙
、
健

康
吹
き
矢
、
ハ
ン

ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
も
好

評
。
友
の
会
バ
ザ
ー

や
模
擬
店
も
賑
わ
い

ま
し
た
。

第
31
回
大
崎
健
康
福
祉
友
の
会
古
川
支
部

9月16日 
1100名超

賀
茂
神
社
大
駐
車
場
を
会
場

に
風
対
策
を
し
て
開
催
し
ま
し

た
。
地
元
の
子
ど
も
達
に
よ
る

力
強
い
長
命
太
鼓
の
演
奏
で
幕

を
開
け
、
友
の
会
の
方
々
に
よ

る
民
謡
、
舞
踊
、
マ
ジ
ッ
ク
、
オ
カ
リ
ナ
演
奏
な
ど

多
彩
な
演
目
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
宮
城
県

指
定
無
形
民
俗
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
泉
区
福
岡
の

鹿
踊
・
剣
舞
と
泉
館
山
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
の
楽
し

く
元
気
な
演
奏
に
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。さ
ら
に
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
戦
争
反
対
・

護
憲
・
反
原
発
・
沖
縄
辺
野
古
基
地
建
設
反
対
な
ど

の
運
動
を
さ
れ
て
い
る
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

の
川
口
真
由
美
さ
ん
が
熱
唱
し
て
く
れ
ま
し
た
。
模

擬
店
で
は
、
健
康
ま
つ
り
名
物
の
芋
煮
や
イ
ワ
ナ
の

塩
焼
き
な
ど
が
お
昼
前

に
完
売
し
賑
わ
い
ま
し

た
。
参
加
し
て
い
た
だ

い
た
方
々
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

第
22
回
泉
病
院
友
の
会

10月7日 
900名超

古川工業ダンス部

講演する小野寺弁護士

や
く
ら
い
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

催
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
多
田
川
太

鼓
の
皆
さ
ん
。
記
念
講
演
は
加
美

公
立
病
院
在
宅
診
療
科
医
長
の
横

山
成
邦
医
師
が
「
加
美
郡
に
お
け

る
在
宅
診
療
の
位
置
づ
け
」
の
テ
ー
マ
で
お
話
さ
れ

ま
し
た
。
横
山
先
生
の
日
夜
を
分
か
た
ぬ
診
療
の
お

話
に
来
場
者
は
感
銘
を
受
け
た
よ
う
で
す
。
特
別
出

演
は
、
翔
彩
綺
羅
楽
さ
ん
と
旭
小
学
校
の
児
童
の
皆

さ
ん
の
踊
り
。
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
は
、
骨
健

康
度
測
定
や
頸
動
脈
エ
コ
ー
体
験
に
行
列
が
で
き
ま

し
た
。
バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー
も
大
盛
況
。
ケ
ア
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
あ
ゆ
み
の
「
す
い
と
ん
」
は
今
年
も
好
評
で

完
売
。
午
後
は
、
大
正
琴
加
美
教
室
の
皆
さ
ん
の
音

色
で
始
ま
り
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
踊
り
、
太
極
拳
、
歌
、

３
Ｂ
体
操
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
会
場
か
ら
拍
手
喝
采

が
あ
り
ま
し
た
。特
別
出
演
の「
ザ
・
ス
リ
ー
グ
ラ
ス
」

に
よ
る
懐
メ
ロ
演
奏
等
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
の
顔
が

生
き
生
き

と
輝
き
、

満
足
し
な

が
ら
帰
路

に
つ
き
ま

し
た
。

第
19
回
大
崎
健
康
福
祉
友
の
会
加
美
支
部

9月30日 
500名超

「ザ・スリーグラス」の演奏

猪股町長が健康チェックコーナーに

子ども達の力強い長命太鼓

川口真由美さんが熱唱

友
の
会

各
地
域
で
大
盛
況！

健
康
ま
つ
り
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若
林
区
の
六
郷
市
民
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
は
地
元
小
学
生
の
チ

ア
ガ
ー
ル
、
切
れ
の
い
い
元
気

い
っ
ぱ
い
の
か
わ
い
い
い
踊
り

で
す
。
舞
台
で
は
、
サ
ー
ク
ル
発
表
で
生
き
生
き

教
室
の
方
々
の
手
話
と
歌
と
踊
り
、
そ
し
て
地
元

の
方
々
の
腹
話
術
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
。
医
療
コ
ー

ナ
ー
は
、
骨
密
度
測
定
、
健
康
相
談
、
ハ
ン
ド

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
子
ど
も
た
ち
が
薬
剤
師
体
験
を
し

ま
し
た
。
子
ど
も
コ
ー
ナ
ー
は
、
今
年
は
じ
め
て

水
戸
部
先
生
考
案
の
「
人
力
発
電　

試
し
て
み
よ

う
」
が
加
わ
り
、
電
気
を
作
る
面
白
さ
を
体
験
し

大
好
評
で
し
た
。
昨
年
か
ら
始
め
た
「
ゆ
っ
た
り

サ
ロ
ン
コ
ー
ナ
ー
」で
は
、麻
雀
な
ど
約
16
の
サ
ー

ク
ル
が
日
頃
の
活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
。
午
後
は

地
元
の
東
高
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
が
体
育
館

い
っ
ぱ
い
に
鳴
り
響
き
、
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
溢

れ
拍
手
喝
采
で
し
た
。
最
後
の
「
お
楽
し
み
抽
選

会
」は
地
元
の
新
米
２
㎏
や
若
林
ク
リ
ニ
ッ
ク
賞
、

つ
ば
さ
薬
局
賞
に
あ
ち
こ
ち
で
歓
声
や
笑
顔
が
見

ら
れ
、
今
年
の
お
祭
り
も
大
盛
況
で
し
た
。

第
17
回
若
林
健
康
友
の
会10月7日 

300名
東高校の吹奏楽

薬剤師体験

診
療
所
近
く
の
パ
レ
ス
宮
城

野
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
は
、
つ
ば
さ
薬
局
上
杉

店
薬
局
長
の
藤
本
さ
ん
が
「
正

し
い
薬
の
飲
み
か
た
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
お
話
し
ま
し
た
。
薬
局
で
患
者
さ
ん
か

ら
よ
く
聞
か
れ
る
質
問
は
、
薬
の
飲
み
忘
れ
、
飲

み
合
わ
せ
副
作
用
、
健
康
食
品
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
そ
の
薬
に
関
し
て
な
ど
だ
そ

う
で
す
。
健
康
コ
ー
ナ
ー
で
は
骨
密
度
測
定
が
好

評
で
し
た
。
友
の
会
コ
ー
ナ
ー
で
は
各
種
署
名
や

友
の
会
活
動
の
説
明
を
し
ま
し
た
。
作
品
展
示

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
力
作
の
写
真
、
リ
ー
ス
、
絵
手

紙
、
草
履
、
植
木
や
、
珍
品
と
し
て
古
い
秤
や
鍵

な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。第
二
部
は
演
芸
大
会
。

歌
謡
曲
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
オ
カ
リ
ナ
演
奏
、
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
演
奏
で
う
っ
と
り
し
ま
し
た
。
診
療
所

の
出
し
物
は
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
。
勝
っ
た
方
に
景

品
を
差
し
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
全
員
で
「
里
の

秋
」
と
「
紅
葉
」
を
合
唱
し
ま
し
た
。
最
後
の
大

抽
選
会
は
、
景
品
が
た
く
さ
ん
で
、
殆
ど
の
人
が

当
た
り
ま
し
た
。

第
24
回
仙
台
錦
町
診
療
所
健
康
友
の
会

10月13日 
約100名

本
小
牛
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
開
催
。
開
会
式
で
は
、

美
里
町
副
町
長
よ
り
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
涌
谷

町
長
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
記
念
講
演
は
「
筋
力
ア
ッ
プ
を
生

活
の
中
で
」
と
題
し
て
、
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
あ

ゆ
み
リ
ハ
ビ
リ
チ
ー
ム
に
よ
る
講
話
と
実
践
。
参

加
者
は
、
真
剣
な
眼
差
し
で
聞
き
入
り
多
く
の
方

が
実
例
に
対
し
「
そ
う
だ
そ
う
だ
」
と
う
な
ず
か

れ
、
ロ
コ
モ
防
止
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
実
践
は
大
変

参
考
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
特
別
出
演
は
、
涌
谷

中
学
校
有
志
に
よ
る
「
白
山
豊
年
神
楽
・
獅
子

舞
」
が
披
露
さ
れ
、
伝
統
芸
能
を
披
露
す
る
生
徒

た
ち
に
拍
手
喝
采
。
模
擬
店
も
大
賑
わ
い
。
サ
ー

ク
ル
「
１
０
８
手
打
ち
そ
ば
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る

そ
ば
の
実
演
販
売
も
あ
り
ま
し
た
。
午
後
は
会
員

さ
ん
の
演
芸
発
表
。
２
年
ぶ
り
に
実
行
委
員
会
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
寸
劇
「
白
雪
姫
と
７
人
の
大
人
た

ち
」
が
披
露
さ
れ
、
会
場
を
笑
い
と
感
動
の
渦
で

包
み
こ
み
ま
し
た
。
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
も

大
盛
況
。
展
示
コ
ー
ナ
ー
も
素
晴
ら
し
い
作
品
に

彩
ら
れ
多
く
の
方
が
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

第
13
回
大
崎
健
康
福
祉
友
の
会
遠
田
支
部

10月14日 
450名

会場風景

ジャンケン大会

ロコモ防止体操

白山豊年神楽・獅子舞
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「
澄
み
渡
っ
た
秋
晴
れ
の
下
」、

と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

長
町
４
丁
目
蛸
薬
師
境
内
を
中

心
に
開
催
さ
れ
、
終
日
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、

恒
例
の
地
元
長
町
中
学
校
の
吹
奏
楽
演
奏
。
勇
壮

な
太
鼓
、
友
の
会
ブ
ロ
ッ
ク
の
出
し
物
、
子
ど
も

フ
ラ
ダ
ン
ス
と
続
き
ま
し
た
。
日
本
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
の
宮
城
県
大
会
で
見
事
金
賞
に
輝
い
た
仙

台
南
高
校
合
唱
団
が
今
回
初
出
場
。
素
晴
ら
し
い

歌
声
で
会
場
を
魅
了
し
、最
後
の
「
わ
せ
ね
で
や
」

で
は
涙
を
ぬ
ぐ
う
人
も
。
Dr.
平
野
井
の
華
麗
な
る

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
は
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
会

場
に
は
お
子
さ
ん
の
姿
が
目
立
ち
ま
し
た
。
５
歳

の
お
子
さ
ん
連
れ
で
初
め
て
参
加
し
た
と
い
う
マ

マ
さ
ん
は
、「
こ
ん
な
に
楽
し
い
お
祭
り
だ
と
は

思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。」
と
感
想
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
会
場
の
あ
ち
こ
ち
に
笑
顔
の
花
が
咲
い

た
秋
の
一
日
で
し
た
。

第
27
回
仙
台
南
健
康
友
の
会10月14日 

約1100名

少
し
肌
寒
い
天
候
の
下
、
坂

総
合
病
院
、
駐
車
場
、
ク
リ
ニ
ッ

ク
１
号
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
中
央
ス
テ
ー
ジ
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
は
ほ
う
ね
ん
座
の
祝

い
の
太
鼓
。
そ
し
て
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
演
奏
、
金

管
楽
器
演
奏
、
チ
ア
ダ
ン
ス
、
民
謡
、
友
の
会
踊

り
サ
ー
ク
ル
を
中
心
に
来
場
者
も
加
わ
り
「
よ
し

こ
の
塩
竈
」
や
「
友
の
会
音
頭
」
な
ど
元
気
に
踊

り
ま
し
た
。
模
擬
店
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
大

盛
況
。
病
院
で
は
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
や
ち

び
っ
こ
広
場
、
こ
ど
も
薬
剤
師
体
験
、
そ
し
て
、

医
師
講
演
会
（
片
平
敦
子
医
師
、
諸
沢
樹
医
師
、

盛
口
佳
宏
医
師
）
が
行
な
わ
れ
、
参
加
さ
れ
た
み

な
さ
ん
は
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ク
リ

ニ
ッ
ク
１
号
館
８
階
で
は
、
マ
ジ
ッ
ク
体
験
、
童

謡
を
う
た
う
会
、
太
極
拳
や
踊
り
が
あ
り
、
絵
手

紙
や
書
道
、
お
茶
を
楽
し
む
会
な
ど
体
験
コ
ー

ナ
ー
に
も
多
く
の
方
が
参
集
し
ま
し
た
。
今
回
は

宮
城
県
看
護
協
会
と
仙
塩
総
合
病
院
か
ら
の
参
加

も
あ
り
ま
し
た
。

第
40
回
み
や
ぎ
東
部
健
康
福
祉
友
の
会

10月14日 
約750名

晴
天
に
も
恵
ま
れ
３
０
０
人

以
上
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

の
ス
コ
ッ
プ
三
味
線
に
皆
さ
ん

大
喜
び
、
唄
あ
り
踊
り
あ
り
の

演
芸
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
今
年
の
職
員
の
出

し
物
は
『
獅
子
舞
』。
皆
さ
ん
の
健
康
を
祈
願
し
、

あ
た
ま
を
パ
ク
リ
！ 

そ
の
ほ
か
展
示
品
も
日
々

の
趣
味
の
発
表
の
場
と
し
て
力
作
揃
い
と
な
り
ま

し
た
。
健
康
チ
ェ
ッ
ク
で
は
頸
動
脈
エ
コ
ー
体
験

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
約
60
人
の
方
に
喜
ん
で
い
た
だ

き
、
恒
例
の
お
に
ぎ
り
と
豚
汁
も
足
り
な
い
か
も

…
と
う
れ
し
い
悲
鳴
に
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
お

か
げ
で
、
無
事
に
20
回
目
の
健
康
ま
つ
り
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
20
回
く
り
は
ら
健
康
福
祉
友
の
会

10月28日 
300名超

仙台南高校合唱団

スコップ三味線

職員による獅子舞

チャーミングなチアダンス

みんなで元気に踊りま
した

盛り上がる会場
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叩き始めて16年
私は和太鼓が大好きです。和太鼓の魅力に引き込まれ、叩き始めて16年になり

ます。
末の子どもが幼稚園に入園し自分の時間が出来、何か趣味が欲しいなあと思い軽

い気持ちで始めたら、なんと太鼓の「ドンドン!!」という音にほれ込んでしまい一
生懸命練習しました。

練習を重ねるごとに自分がどんどん上手くなっていくのを体感し、自分が叩く太
鼓の音に感動を覚えるのでした。「和太鼓の音ってやっぱり良い!!」、胸の奥に響い
てくる。自分の心臓が一緒に鼓動するのです。太鼓に合わせて速くなる。高まる。
激しくなる。自然と体でリズムをとっていたりして、気持ちが高ぶっているのがわ
かるのです。

演奏後の達成感は最高
初ステージの演奏での緊張感は半端じゃなかった。なので、演奏後の達成感は最

高でした。友人からも「格好良かったよ!!」と褒めていただき、「よっしゃー!!」と
太鼓が増々好きになりました。

太鼓は誰でも叩けば音が出る打楽器なので、叩くと振動とともに音が返ってきて、
身体全体で感じます。またダイエット効果もあり、全身を使って姿勢をキープした
まま打ち続けるので、体幹が鍛えられ、腹筋・背筋・ウエストの引き締め効果もあ
りそうです。全身運動なのできっと健康にも良いはずです。

音階がなく、あるのは強弱だけ。音符が読めなくても鍵盤が弾けなくても太鼓は
叩けます。ストレス解消にもなっています。

感動してもらえる演奏したい
自分は、訪問系の仕事柄、日々たくさんの方々とふれあい、いろんなドラマに遭

遇します。人生の諸先輩方からたくさん
の事を学ばされています。その方々との
関わりが自分の太鼓への音に重ねて叩い
ています。もっともっと練習して太鼓の
音の強弱だけで、聞く方々に感動しても
らえる演奏をしたいと思います。

一緒に太鼓を叩いてみませんか!!　気持
ちいいですよ!!　どうぞご連絡ください。 

ケアステーションつくし
介護福祉士

� 瀬川　裕子

和太鼓が大好き!!　
　和太鼓の魅力に
� 引き込まれた!!
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